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　火麹の動き
一9封1日幾雀一
窮　　　4購叢55欝3菱

嚢　　　4，869鶴弱

計　　　9，窃24騰鋤

繊欝数2，3鐵2欝鞠

　鋤前鶏難較

鞭鵠

盟

糟

　　　灘灘

寿鱒命家で・み豪羅欝劇亨育
　　　　　糊

蓮動会
になかまの家のグラウンドで行わ

れました。選手団は156人、ボラ

ンテイアの方は30人余りでした。

【＞議会報告…………・…・〔2〕〔3〕

〉長寿者訪問・・…………〔4〕〔5〕

〉国勢調査にご協力を・・〔6〕〔7〕

〉農業センサスを集計・・〔8〕〔9〕

〉合併30周年記念事業アンケ

　主な内容
　〉町史の窓………・………・〔11〕

i〉ひろば………………〔12〕〔13〕

i〉情報………………………〔14〕

i〉町内さんぽ………………〔15〕

　〉戸籍の窓から……………〔16〕

　一トの集約…………・…・〔10〕
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に長議

副議長には戸田哲次氏を選出

　
町
議
会
は
、
先
月
二
十
八
日
に
臨
時
会
（
今
年
五
回
目
）
を
開
き
、
ま

た
、
今
月
三
日
か
ら
は
定
例
会
（
六
回
目
）
を
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
臨
時
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
は
、
議
員
の
任
期
中
の

最
終
の
も
の
と
な
る
た
め
、
俗
に
サ
ヨ
ナ
ラ
議
会
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
新
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
の
定
例
会
は
、
三
日
か
ら
始
ま
り
、
二

十
七
日
ま
で
の
二
十
五
日
間
の
会
期
と
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
三
日
は
、
議
会
構
成
に
終
始
し
、
議
長
に
押
木
元
男
氏
、
副
議

長
に
は
戸
田
哲
次
氏
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
四
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
は
休
会
で
、
再
会
は
二
十
五
日
に
な
り
ま
す
。

　
臨
時
会
と
定
例
会
初
日
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

会
3
例
／
定
9

　
こ
の
日
は
、
任
期
最

初
の
議
会
で
し
た
の
で
、

日
程
に
入
る
前
に
、
町

長
の
あ
い
さ
つ
、
臨
時

議
長
紹
介
、
議
員
の
自

己
紹
介
、
職
員
紹
介
、
仮
議
席
指
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
程
に
移
っ
て
、
年
長
議
員
の
田

中
与
三
郎
氏
が
臨
時
議
長
を
務
め
、

議
長
選
挙
に
入
り
ま
し
た
。

◇
議
長
選
挙
の
開
票
結
果

　
押
木
元
男
　

一
六
票

　
小
川
清
次
　
　
四
票

難

押木議長

　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　・　　　　　　　　轄　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　一　　　　　．　　　　　一　　　　　一　　　　〇　　　　〇　　　　一　　　り　　　o　　　，　　・　　，　　一　　〇　一　一　一
一一一

　
こ
こ
か
ら
は
、
押
木
元
男
氏
が
議

長
席
に
着
き
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

◇
副
議
長
選
挙
の
開
票
結
果

　
戸
田
哲
次
　
　
一
七
票

　
高
橋
弥
太
郎
　
　
　
一
票

　
小
林
正
人
　
　
一
票

　
　
　
　
　
　
（
白
票
一
票
）

戸田副議長

　
正
副
議
長
選
挙
の
後
、
正
式
の
議

席
が
指
定
さ
れ
、
会
期
の
決
定
、
常

任
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

正
副
常
任
委
員
長
に
つ
い
て
は
、
各

委
員
会
で
互
選
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
（

◎
印
・
委
員
長
、
○
印
・
副
委
員
長
）

◇
総
務
文
教
常
任
委
員

○
上
村
広
治

柳
　
藤
作

平
野
圭
二

押
木
元
男

高
橋
弥
太
郎

◎
滋
野
一
郎

小
林
寅
雄滋野総文委員長

◇
産
業
厚
生
常
任
委
員

　
田
口
直
人
　
根
津
健
治
郎

○
登
坂
茂
小
川
清
次

　
高
橋
長
夫
　
◎
平
野
正
義

柄
沢
悌
二

◇
建
設
住
民
常
任
委
員

小
林
正
人

○
小
海
貞
二

◎
桑
原
要
雄

平野（正）産厚委員長

田
中
与
三
郎

村
山
勇
太
郎

戸
田
哲
次

騰
灘
難
羅
、
．
難
欄

桑原建住委員長

　
さ
ら
に
、
次
の
議
会
人
事
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
。

◆
十
日
町
地
域
伝
染
病
舎
組
合
議
会

議
員

　
押
木
元
男
　
平
野
正
義

◆
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員押
木
元
男

滋
野
一
郎

高
橋
弥
太
郎

平
野
正
義

◆
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
議
会
議
員

押
木
元
男

登
坂
　
茂

平
野
正
義

　揮藁議長の紹糞

業儀辮鑑野騨脇3番麹儀㈱
＊盤隼潟綴　昭麹鐙難5矯菊撮盤

離職業　電気盤事業

零蒙歴　蕊撃藩翔欝幽拳醗糞漿経

灘滞麟業
熊賂歴　鵬集9籍懸議会議黛籾鐵

選鰺顯髄　　駆薙9潟建設建

鑑灘緩貫髭
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克
雪
対
策

特
別
委
員
会
を
設
置

　
雪
に
か
か
わ
る
総
合
的
な
対
策
を

審
議
す
る
た
め
、
克
雪
対
策
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
　
（
◎
印
・

委
員
長
、
○
印
・
副
委
員
長
）

　
田
口
直
人

柳
　
　
藤
作

◎
高
橋
長
夫

桑
原
要
雄

　
一
斥
田
折
口
次

小
海
貞
一
一

〇
登
坂
　
茂

村
山
勇
太
郎

柄
沢
悌
一
一

信
濃
川
発
電
所
対
策

特
別
委
員
会
を
置
く

国
鉄
信
濃
川
小
千
谷
第
二
発
電
所

工
事
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
総
合
的

に
審
議
す
る
た
め
、
信
濃
川
発
電
所

対
策
特
別
委
員
会
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
（
◎

印
・
委
員
長
、
○
印
・
副
委
員
長
）

小
林
正
人

根
津
健
治
郎

小
川
清
次

◎
平
野
圭
一
一

平
野
正
義

教育委員会委員に

宮啓一氏
　
教
云
暴
員
会
委
員
の

金
山
良
晃
氏
の
任
期
が

九
月
十
五
日
に
満
了
し

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
後
任
と

し
て
宮
啓
一
氏
（
山
野

田
）
を
任
命
し
た
い
と

し
、
町
長
か
ら
提
案
が

あ
り
、
議
会
で
は
こ
れ

に
同
意
し
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
四
年
で
す
。

診療所運営委員も

　　決まる
　国民健康保険診療所運営

委員は次のとおりです。

上
村
広
治

田
中
与
三
郎

高
橋
弥
太
郎

滋
野
一
郎

○
小
林
寅
雄

初議会の様子

　
　
　
　
　
固
定
資
産
評
価
審
査

は
氏
委
員
会
委
員
の
数
藤
信

ジ
ヒ則
助
善
氏
の
任
期
が
九
旦
二

委
＋
日
に
満
了
す
る
の
で
、

会
霊
口
黒
嶋
善
助
氏
（
高
原
田
）

員
を
後
任
と
し
て
選
任
し

委
嶋
た
い
旨
㎡
長
か
ら
提

査審
黒
案
が
あ
り
、
藁
豫
こ

価
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

平言
　
　
　
　
任
期
は
三
年
で
す
。

上
村
広
治
氏
を

　
　
　
監
査
委
員
に
選
任

　
監
査
委
員
に
議
会
議
員
の
う
ち
か

ら
選
任
さ
れ
て
い
た
戸
田
哲
次
氏
の

任
期
が
八
月
三
十
一
日
に
満
了
し
ま

し
た
。
後
任
に
は
上
村
広
治
氏
（
上
野
）

が
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
議
員
の
任
期
と
い
っ
し
ょ

で
す
。

　
ロ
ロ
　
　
　
　
ク

会
会
会

議
議
議

男
次
人
二

一
兀
折
・
直
貞

木
田
口
海

押
一
斥
田
小

ク
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
ク
　
　
ク

　
　
　
一
兀

　
　
　
地

茂
二
六
義
ノ
ェ

　
　
　
　
　
　
ル
　
ル

　
圭
俊
重

　
　
　
　
　
　
ハ
　
ハ

坂
野
水
山
藤
雲

登
平
清
内
須
南
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ム
云
8

時
厚
臨
8

道
路
維
持
費
な
ど
に

　
　
　
　
一
千
百
万
円
を
追
加

▼
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
専
決
第
四
号
）

　
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
、
追
加
す
る
必
要
が

生
じ
ま
し
た
が
、
議
会
を
開
く
暇
が

な
か
っ
た
た
め
八
月
五
日
付
で
専
決

処
分
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
金

額
は
九
万
五
千
円
で
す
。

▼
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
三
号
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
千
百
七
十

八
万
一
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

改築した議場でのサヨナラ議会

補正予算

を
二
十
八
億
六
千
二
百
二
士
二
万
八

千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
繰
越
金
だ
け
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
道
路
維
持
費
の
七
百

六
十
四
万
円
の
増
、
道
路
除
雪
費
の

百
十
二
万
一
千
円
の
追
加
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

ロ
ー
タ
リ
i
除
雪
車
を

　
　
　
購
入
し
ま
す

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
次
の
事

柄
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

①
財
産
の
表
示
　
除
雪
機
械
（
ロ
ー

　
タ
リ
ー
除
雪
車
）

②
取
得
の
目
的
　
町
道
除
雪

③
取
得
予
定
価
格
　
二
千
四
百
八
十

　
四
万
円

④
契
約
の
相
手
方
　
株
式
会
社
コ
、
バ

　
リ
キ
（
新
潟
市
）

　
こ
の
ほ
か
、
川
西
町
過
疎
地
域
振

興
計
画
（
変
更
）
の
策
定
に
つ
い
て

な
ど
も
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決

・
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　四
南郎
　兼
壺
π
モ

ト

さ
ん

（9①

ぞうり作りを

　しています

　
　
　
　
　
朝
六
時
ご
ろ
起
き
て
、

　
　
　
　
昼
問
は
ぞ
う
り
作
り
を

　
　
　
　
　
し
、
大
好
き
な
風
呂
に

　
　
　
　
入
っ
て
夜
九
時
ご
ろ
に

寝
る
と
い
う
生
活
で
す
。
夏
場
は
ぞ

う
り
作
り
も
は
か
が
い
き
ま
せ
ん
。

　
ご
飯
は
一
ぜ
ん
ず
つ
と
決
め
て
い

ま
す
。
若
い
と
き
は
胃
が
悪
か
っ
た

の
で
す
が
、
七
十
歳
ご
ろ
入
れ
歯
を

し
て
か
ら
は
た
っ
し
ゃ
に
な
り
ま
し

た
。
　
外
へ
は
あ
ま
り
出
ま
せ
ん
の
で
、

毎
年
の
敬
老
会
や
た
ま
に
松
葉
荘
へ

行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

伊
友星
名
福
三
郎
さ
ん
㈲

晩酌が
　　はりあいです

　
　
　
　
　
三
度
三
度
食
べ
る
こ

　
　
　
　
と
と
、
杯
に
一
杯
ず
つ

　
　
　
　
の
晩
酌
が
は
り
あ
い
で

　
　
　
　
す
。

　
職
人
屋
根
屋
）
だ
っ
た
の
で
、

朝
九
時
と
昼
三
時
の
お
茶
を
今
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
竹
細
工
が
好
き
で
、
み
や
ざ
る
、

手
か
ご
な
ど
を
冬
仕
事
に
し
て
い
た

の
で
す
が
、
三
年
前
に
足
の
骨
を
折

っ
て
か
ら
は
、
一
日
を
ほ
と
ん
ど
横

に
な
っ
て
過
ご
す
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
孫
た
ち
の
成
長
に
目
を
細
め
て
い

ま
す
。

日」嚢

く叢

猟難奪
望り

、
。

」

　木
和落
久

井
イ

ト

さ
ん

⑱9〉

掃除と草取りを

　受け持ちました

　
　
　
　
　
こ
の
夏
は
家
族
と
い

　
　
　
　
っ
し
ょ
に
鯨
波
へ
海
水

　
　
　
　
浴
に
行
き
、
浜
辺
で
楽

　
　
　
　
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　
朝
は
パ
ン
を
食
べ
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
家
の
掃
き
掃
除
も
日
課
の
一

つ
で
す
。
夕
方
は
家
の
周
り
や
畑
の

草
取
り
に
出
ま
す
。

　
毎
朝
六
時
ご
ろ
コ
ッ
プ
に
一
杯
の

水
を
飲
み
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
こ

こ
八
年
間
は
医
者
が
か
り
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
毎
日
毎
日
元
気
に
働
け
る
こ
と
が

あ
り
が
た
い
で
す
。

　
お
年
寄
り
を
敬
っ
て
、
何
も
さ
せ

な
い
よ
う
に
気
を
使
う
と
い
う
の
は
、

ほ
ん
と
う
に
敬
っ
て
い
る
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
何
が

た
い
せ
つ
か
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

答
え
は
“
心
の
張
り
”
で
し
ょ
う
。

　
お
年
寄
り
に
気
を
使
い
、
何
も
し

て
も
ら
わ
な
い
と
い
う
の
で
は
、
敬

う
と
い
う
よ
り
“
心
の
張
り
”
を
奪

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

　
　
　
岩
瀬

　
　
　
　
小
川
国
吉
さ
ん
㈹

野良仕事で

　忙しい毎日です

　
畑
仕
事
や
田
の
水
見
、

く
ろ
の
草
な
ぎ
と
、
忙

し
い
毎
日
で
す
。

　
　
　
　
　
な
に
わ

　
老
人
会
で
浪
花
節
を

語
っ
た
り
し
ま
す
が
、
声
も
昔
の
ま

ま
で
、
　
“
青
年
”
と
い
う
あ
だ
名
が

あ
り
ま
す
。

　
肉
や
魚
は
あ
ま
り
食
べ
ま
せ
ん
。

み
そ
汁
と
野
菜
、
そ
れ
に
卵
を
食
べ

る
と
体
の
調
子
が
い
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
い

　
昭
和
三
十
二
年
に
大
倉
燧
道
が
で

き
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

今
は
、
岩
瀬
地
内
の
国
道
拡
幅
工
事

の
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

い
で
し
ょ
う
か
。

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
こ
の

日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
一
週
間
は

「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。
こ
の
機

会
に
お
年
寄
り
の
“
心
の
張
り
”
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
川
西
町
で
も
大
ぜ
い
の
お
年
寄
り

が
毎
日
を
元
気
に
お
過
ご
し
で
す
。

そ
の
中
の
五
人
の
方
を
お
訪
ね
し
、

ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
中
心
に
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
町
新
田
水
品
卜

酸っぱいものは

欠かせません

キ
さ
ん
劉

　
　
　
（

　
　
　
　
　
春
先
に
土
手
の
カ
ヤ

　
　
　
　
　
っ
か
ぶ
つ
起
こ
し
を
し

　
　
　
　
　
て
、
足
を
痛
め
て
し
ま

　
　
　
　
　
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
テ
レ
ビ
が
友
達
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
主
人
に
先
立
た
れ
、
六
人
の
子
育

て
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
楽
し
か
っ

た
こ
と
は
、
十
年
く
ら
い
前
に
伊
勢

参
り
を
し
た
こ
と
で
す
。

　
健
康
法
は
、
梅
干
し
や
酢
の
も
の

を
食
卓
か
ら
欠
か
さ
な
い
こ
と
で
す
。

　
信
心
が
深
く
、
村
の
地
蔵
様
の
守

り
な
ん
か
も
し
て
い
ま
す
。
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川西町長寿者番付表 （9月1日現在）

氏　　　名 町内名 屋　　号 生年月日 年齢 番　付 氏　　　名 町内名 屋　　号 生年月日 年齢

1星名正治
i

伊　　友 木　　村
明治

23・3・5 95 横綱 中村ソモ 大白倉 伊ノ助
明治

24・8・25
941

i
1

田辺トハ 神社町 大　　上 24・11・25 93 大関 丸山周作 原　　田 上　　方 25・i・27 93

晒井クラ
1

上，　町 小　　路 26・4・ll 92 〃 五十川キン 沖　　立 六兵衛 26・11・19 91

藤巻力雄 上　　野 藤巻医院 27・3・16 91 関脇 阿部トワ 木　　島 阿部木工 27・7・21 91

柄沢紋治 沖　　立 栄　　吉 27・10・10 90 ！ノ 若山千蔵 新町新田 佐左工門 27・10・15 90

小川駒治 岩　　瀬 治郎左工門 27・10・20 90 小結 南雲モト 四郎兼 喜久屋 27・12・2 90

星名佐藤治 上　　野 星　　名 27・12・II 90 ！ノ 高橋キヤウ 坪　　山 文四郎 28・2・10 90

大久保ミ子 野　　口 安右工門 28・2・24 90 前頭 高橋豊治 高原田 音　　助 28・3・1 90

柳　藤吉 学校町 音　　松 28・4・4 90 2 小林カネ 中仙田 兵五郎 28・6・10 90

沢口由蔵 下平新田 沢　　与 28・9・25 89 3 小島クニ 新町新田 橋　　場 28・11・18 89

米山広松 室　　島 杉　　原 28・12・6 89 4 和久井イト 木　　落 勘　　七 28・i2・24 89

羽鳥徳三郎 伊　　友 又四郎 29・1・10 89 5 上村キヨ 上　　野 又　　八 29・1・13 89

増田文吉 室　　島 文　　蔵 29・2・15 89 6 星名福三郎 伊　　友 福見屋 29・2・17 89

須藤軍平 下　　原 きそうえん 29・4・15 89 7 水品トキ 新町新田 仙　　年 29・5・5 89

田村チカ 赤　　谷 久兵工 29・5・30 89 8 小川国吉 岩　　瀬 幸　　吉 29・6・22 89

市川イト 中島町 勇　　屋 29・6・29 89 9 柄沢壮吉 沖　　立 大　　林 29・8・28 89

白井セイ 寺　　尾 新白屋 29・9・21 88 10 斉木周作 小　　脇 勘兵工 29・9・28 88

小海ソキ 上　　野 小　　清 29・9・30 88 11 桐生重吉 大白倉 浦 29・io・14 88

平野キイ 上　　町 平野機械店 29・10・24 88 12 高橋コノ 学校町 角　　屋 29⑰11・20 88

丸山ムメ 根　　深 五郎兵工 29・12・7 88 13 村山庄八 高原田 街道端 30・1・23 88

登坂カウ 岩　　瀬 庄左工門 30・2．10 88 14 北村クメ 山野田 くりや 30・4・10 88

田村ノイ 赤　　谷 久　　助 30・4・19 88 15 米山サク 室　　島 治郎いん 30・7・20 88

小林トヤ 元　　町 吉右工門 30・7・24 88 十両 小海保貞 田中町 大洋堂 30・8・13 88

久保田韓忌郎 上　　野 山　　新 30・11・2 87 2 羽鳥福松 木　　落 卯之助 30・ll・15 87

中條松吉 大　　倉 兵右工門 30・ll・25 87 3 宮　　奉 山野田 朝日屋 30・12・9 87

田村勘治 上　　野 田　　中 30・12・14 87 4 村山スイ 伊　　友 治三郎 30・12・16 87

田村重則 鶴　　吉 甚　　助 31・1・8 87 5 高橋義弘 高　　倉 あめ屋 31・1・25 87

Fマ　　ノレ　ィ ← 1　　　　　駒 0　　　0　　F 07 久 Ffロ1　　　” ’一　　　　m π去TFq ql　g　R Q7星名チヨ

井川ツユ

田村誠治

南雲芳野

藤巻藤松

数藤奥治郎

上村イク

羽鳥富太郎

須藤トク

小林政治

上村米作

友
田
野
町
辛
立
田
友
田
町
野

　
晴
央
　
覇

伊
新
上
中
塩
沖
下
伊
原
栄
上

小　路

東　浦

太三郎

常盤屋

牛乳屋

奥　 松

芳美屋

左　 官

堤　　端

若佐屋

31・2・5

31・3・7

31・5・2

31・5・14

31・6・7

31・9・2

32・2・12

32・3・15

32・5・16

32・6・23

32・7・27

肝
訂
肝
訂
訂
訂
8

6
86
86
8
6
8
6

6
7
8
9
1

0
11
1
2
1
3
1
4
1

5
1
6

戸田ハル

須藤スイ

渡辺理平

星名イマ

中村直治

小林源作

丸山寅吉

中村力子

田ロツ子

小林トキ

仁
下
上
伊
坪

田
原
野
友
山
中屋敷

根　　深

大白倉

木　　落

新町新田

門
宅
本
蔵
宅
門
宅
門
門
助

エ
　
　
　
　
　
エ
　
　
ェ
エ

右
　
　
　
　
左
　

左
左

八
新
常
源
新
五
新
源
忠
源

31・2・13

31・4・19

31・5・3

31・5・30

31・8・II

32・1・3

32・2・15

32・5・”

32・5・21

32・7・18

7
7
7
7
7
6
6
6
6
6

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

関
取
は
七
十
五
人

　
「
長
寿
者
番
付
」
を
発
表

　
町
の
「
長
寿
者
番
付
」
が
九
月
一

日
付
で
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

　
番
付
表
に
は
、
満
八
十
六
歳
以
上

の
七
十
五
人
（
男
三
十
八
人
、
女
三

十
七
人
）
が
載
り
ま
し
た
。

　健康に一役ゲートボール

お届けします
　　長寿の方へ記念品

　町と県から、長寿をお祝いし

て、次の記念品をお贈りします。

◇町から

＊敬老祝品〔お茶〕　75歳以上

　の684人
＊80歳の祝〔茶わん〕　47人

＊90歳の祝〔タオルケット〕

　10人

◇県から

＊77歳の76人に祝菓子

＊88歳の15人に祝菓子とバスタ

　オル

※祝品は、老人福祉週間内にお

届けします。

　なお、郵便局からも、米寿（

明治30年生まれ）の方へ記念品

として湯飲みが贈られます。

町
で
は
「
喜
寿
の
祝
」
も
行
っ
て
い
ま
す
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　010月1日、国勢調査にご協力を　’。

　
来
る
十
月
一
日
に
は
、
国
勢
調
査

が
全
国
で
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
大
正
九
年
の
第
一
回

調
査
か
ら
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
の
た
め

の
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

①
調
査
員
が

　
　
　
お
伺
い
し
ま
す

　
十
月
一
日
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査

は
、
約
一
億
二
干
百
万
人
へ
約
三
干

八
百
万
世
帯
）
と
見
込
ま
れ
る
全
国

す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
、
漏
れ
な

く
、
重
複
な
く
調
査
を
す
る
も
の
で
、

国
を
支
え
る
人
口
の
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
基
本
的
な
統
計
調
査

で
す
。

　
今
回
の
調
査
は
数
え
て
十
四
回
目

に
当
た
り
、
調
査
の
結
果
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
財
政
施
策
の
重
要
な
資
料

と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
に
大
い
に
役
立
つ

の
で
す
。

　
九
月
下
旬
か
ら
、
各
世
帯
に
担
当

調
査
員
が
調
査
票
の
配
布
と
記
入
の

お
願
い
に
上
が
り
ま
す
。
そ
の
後
、

調
査
員
が
調
査
票
を
回
収
す
る
た
め

再
び
お
同
い
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま

で
に
記
入
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ

さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

②
す
べ
て
の
人
々
が
対
象

　
国
勢
調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
々
が
対
象
に
な
り
ま

す
。　
一
人
暮
ら
し
の
若
い
人
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ

ひ
と
も
必
要
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
旅
行
な
ど
で
一
時
留
守
に

し
て
い
る
方
、
三
か
月
以
上
に
わ
た

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法
律
に
よ

っ
て
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
や
家
庭
の
秘
密
は
し
っ
か
り

と
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
安
心

し
て
あ
り
の
ま
ま
を
記
入
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

④
調
査
結
果
は

　
　
　
各
方
面
で
利
用

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
各
種
の
法
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っ
て
長
期
滞
在
し
て
い
る
方
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
、
住
み
込

み
の
従
業
員
の
方
も
対
象
に
な
り
ま

す
の
で
、
調
査
漏
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
仁
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
秘
密
は
し
っ
か
り
と

　
　
　
　
守
ら
れ
ま
す

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
を
調
査
員
や
調
査
関
係
者
が
ほ

か
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
以
外
の
目

令
、
国
・
県
や
町
の
行
財
政
な
ど
、

各
方
面
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
qD

社
会
福
祉
対
策
の
実
施
の
た
め
に

　
平
均
寿
命
の
延
び
に
よ
っ
て
、
わ

が
国
の
人
口
構
成
は
急
速
に
高
齢
化

に
向
か
い
、
老
人
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児

童
福
祉
、
母
子
福
祉
も
大
き
な
課
題

で
す
。
こ
れ
ら
の
社
会
福
祉
施
策
で

は
、
適
切
な
現
状
把
握
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
そ

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

図
快
適
な
生
活
環
境
を
整
え
る
た
め

　
に
　
都
市
部
と
過
疎
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

都
市
部
で
は
、
通
勤
、
交
通
問
題
、

住
宅
や
水
の
確
保
、
公
害
な
ど
、
一

方
過
疎
地
で
は
、
産
業
振
興
、
克
雪

対
策
、
道
路
整
備
な
ど
、
現
状
の
打

破
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
政
府
が
打
ち
出
し
た

「
定
住
圏
構
想
」
と
い
う
計
画
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
計
画
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
て
い
く
に
は
、
人
口

や
産
業
別
就
業
者
数
な
ど
の
現
状
把

握
や
将
来
の
予
測
が
必
要
と
な
り
ま

す
。⑥
法
令
上
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い

　
る
も
の

・
県
、
町
議
会
の
議
員
定
数
の
決
定

に
人
口
数
値
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

・
地
方
交
付
税
交
付
金
の
町
な
ど
へ

の
配
分
基
準
を
決
定
す
る
際
に
、
人

口
お
よ
び
世
帯
数
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
川
西
町
は
昭
和
五
十

九
年
度
に
住
民
一
人
当
た
り
約
十
一

万
三
干
円
の
地
方
交
付
税
の
交
付
を

受
け
ま
し
た
。

候
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

　
以
上
は
ほ
ん
の
一
例
で
あ
り
、
雇

用
対
策
、
中
小
企
業
対
策
、
青
少
年

対
策
、
教
育
施
策
な
ど
と
幅
広
く
利

用
さ
れ
ま
す
。
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⑤
調
査
票
の
記
入
方
法

今
回
の
国
勢
調
査
で
使
用
す
る
全

国
の
調
査
票
は
約
五
千
万
枚
に
も
及

び
、
積
み
上
げ
る
と
富
士
山
の
約
二

倍
の
高
さ
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

　
集
計
は
総
務
庁
統
計
局
が
「
光
学

式
マ
ー
ク
読
取
装
置
」
と
い
う
機
械

に
か
け
て
行
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
調
査
票
の
取
り
扱
い

や
記
入
に
つ
い
て
、
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
取
り
扱
い
に
つ
い
て

＊
汚
し
た
り
、
折
っ
た
り
、
丸
め
た

　
り
、
破
い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ

　
い
。

▼
記
入
に
つ
い
て

＊
必
ず
黒
鉛
筆
で
記
入
し
て
く
だ
さ

　
い
。

＊
答
え
を
マ
ー
ク
で
記
入
す
る
個
所

　
は
、
わ
く
内
に
太
く
、
濃
く
、
は

　
つ
き
り
と
横
線
を
記
入
し
て
く
だ

　
さ
い
。

I
I
I
l
o
巳
1
8
1
1
1
6
1
0
3
巳
6
1
1
1
0
1
1
1
1
1
－
9
1
0
」

り

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
る
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
目
寡
糞

一
　
　
　
　
　
　
の
　
　
イ
ペ
記
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
外
　
　
　
　
　
　
・

，、マークの例
っくいっぱいに、太く、濃く

　　日　巨ヨ
，、マークの例
薄い　短い　　　　　横線以

　　巨コ　［互］

　
　
　
　
　
　
　
レ
リ
し

ロ

ト
ー
9
5
臨
－
巳
I
I
l
I
l
題
量
l
o
－
I
1
6
1
1
0
1
－
l
I
o
5
量
曹
』

＊
文
字
や
数
字
で
答
え
る
と
こ
ろ
は
、

わ
く
内
（
口
U
）
か
ら
は
み
出
さ

な
い
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

している

∈≡bεコ

（敬称略）国勢調査員名簿

　　　川西町の国勢調査
蕪臥柳人ロの動き

10，975

鶴　　　　　　　10，205　　　　　　　　魚　　 9，883

　　　人

15，000

　人
0，000

　人
7，000

担当町内名 調査員名 担当町内名 調査員名

中　島　町 太　田　政　雄 小　根岸 小　海　正　隆

山　野　田 北村フミ子 三　　　領 南雲隆　三
発電所通西 藤田宏太郎 木　　　落 小　幡　　　昇

発電所通東 佐藤　春　男 木　　　落 田　口　秀正

栄　　　町 高橋重　光 寺　ケ　崎 高津冨士男
朝　日　町 高橋幸　男 塩　　　辛 藤　巻　　　進

四　郎　兼 平野　卓　臣 仁　　　田 井　ロ　ー　夫

東善寺 南雲　虎　一 仁　　　田 春　日　　　昇

上　　　町 高橋銀　一 仁　　　田 野沢惣太郎
中央　町 南雲久　守 野　　　口 滋　野　定　良

田　中　町 保　坂　増栄 野　　　口 野　沢　由　篤

神社　町 小海　　　博 原　　　田 根津新一郎
学校　町 市川　良夫 根　　　深 丸　山　新策

中　屋敷 水　品　芳　子 下　　　原 丸　山　仁　吉

寺　　　尾 小　林芳夫 中仙　田 小　林政夫
木　　　島 小林雄三郎 中仙　田 南雲正　明
沖　　　立 数藤　貞　義 中仙　田 木　村　昭　一

沖　　　立 柄沢　和久 室　　　島 増　田　　　寿

伊　　　友 高橋辰雄 室　　　島 高橋　文夫
伊　　　友 星　名　藤一 室　　　島 増　田　嘉一

高原　田 高橋未年次 小　　　脇 佐藤栄　一
坪　　　山 中　村武平 高　　　倉 高橋重　信
霜　　　条 蔵　品幸子 田　　　戸 高橋　盛夫
鶴　　　吉 田　村允伸 越　ケ　沢 川　崎　ト　シ

上　　　野 星名　俊則 赤　　　谷 小　川　金　吾

上　　　野 上村久　子 赤　　　谷 田　村俊秀
上　　　野 星　名　　　睦 岩　　　瀬 登　坂　光　国

元　　　町 押木紀枝子 岩　　　瀬 登　坂正　一

元　　　町 押木辰夫 大　　　倉 中　條律子
新町新田 丸　山　和夫 大　白　倉 桐　生正　実

新町新田 大　島　一夫 小　白　倉 片　桐　　　一

下平新田 清　水芳　雄 小　白　倉 江　口　正　則

55年50年45年40年昭和30年　35年

国勢調査の

　新潟県人ロは？
人口予想懸賞に応募しませんか

　県では、国勢調査に対する県民の関心を高

めることと、理解と協力を得ることを目的と

して、昭和60年国勢調査新潟県人口予想懸賞

の募集を次により行います。

①懸賞募集事項

　昭和60年10月1日国勢調査による新潟県の

　人口

②応募資格

　新潟県内に居住している人

③応募方法

　官製はがきを用い、1枚に1点のみとする

　が、応募点数は制限しない。

　rはがき」には、次の事項を明記する。

・r国勢調査の新潟県人口予想」と記入

・数字は算用数字ではっきり書く

・住所、氏名、性別、年齢、職業（在学中の

　人は学校名と学年）を明記

④あて先

　〒950新潟市新光町4番地1　新潟県企画
　調整部統計課内　昭和60年国勢調査新潟県

　実施本部

⑤締め切り

　10月1日（当日の消印有効）

⑥賞金

　特賞　5万円　1人（的中者のみ）

　1等賞　3万円　1人

　2等賞　1万円　2人
　残念賞　記念品　30人

昭鵜蕊霧麹趨黍綴購勢響幾難麟
　　　　　　　　　　識慧鰯鶉鞭騰
　　　　　ヒ昭1麟講難舗鑑欝騨雛講嚢灘驚
　　　　　　　　　　．灘，職，講器

昭翻灘麟㈱塗鱒鵜県鞭灘撫瞭
　　　　　　　　　　鶏，讐鞠，懸蝋灘
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qi

稲刈りが始まる（9月3日沖立で）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
昭
和
六
十
年
二
月
一
日
現
在
で
、
　
…

全
農
家
を
対
象
に
実
施
し
た
コ
九
　
…

八
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
」
の
川
西
町
　
｝

の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
五
年
ご
と
に
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
さ
れ
、
農
業
の
国
勢
調
査
と
も
　
…

い
わ
れ
る
基
本
調
査
で
す
。
各
集
落
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

単
位
に
集
計
さ
れ
て
お
り
、
国
、
県
、
　
…

町
な
ど
が
各
計
画
の
策
定
や
、
そ
の
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
な
ど
に
広
く
活
用
す
る
統
計
資
　
…

料
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
…

　
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
主
な
項
目
…

に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。
川
　
…

西
町
の
農
家
、
農
業
の
推
移
を
ご
覧
　
…

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

実態を追うで

⑭（鋤農家蕊ぱ一一経鴬耕地面積輝麺

　籔　縫反歩1蝋叢お葛浄．お蕎鱒ぽ過

　糞1集闇の農産物総販売金額が麹灘閣

　以圭おる瀬の馨懸壌瀞の要群饗満蓬態

　懸騨る繊欝の蓬蕊驚奮。

　繊／文購の離圃調査蕊は一一昭獺欝
　集讐翻鑑瞬現霧実施慧だ調査⑳謹謹懸

　義

①総農家数
（単位：戸）②専・兼業別農家数

戸

　　　戸

1．500

1，000

専　　　　　業 兼　　　　　業

昭和
50年

55 60 昭和
50年

55 60

合　　　計 57 59 68 1，585 1，476 1，353

千手地区 8 12 17 430 412 405

上野地区 12 11 12 284 262 249

橘　　地区 16 7 11 389 375 351

仙田地区 21 29 28 482 427 348

500

　前回調査に比べると、専業農家は9戸の増

となり68戸、兼業農家は123戸の減で1，353

戸となっています。

（単位：戸）③経営耕地規模別農家数

0
60年55年昭和50年

　昭和60年2月1日現在で調査した川西町の

総農家数は、1，421戸で、前回調査に比べて

114戸、7．43％減少しました。

　この10年間を減少率の高い順に並べると、

仙田地区（50年と60年対比減少25．25％）、

上野地区（同11．82％）、橘地区（同10．62

％）、千手地区（同3．65％）となります。

総農

家数

例外

規定

0．3

4¢

未満

0．3

～
0
．
5

0．5

～
1
．0

1．0

～
1
．
5

1．5

～
2
．
0

2．0

～
2
．5

2．5

～
3
．
0

3．0

～
5
．0

5．0

ん¢

以上
酌
5
0
年
1，642 1 180 269 661 315 130 43 20 23 一

55 1，535 一 172 267 597 273 121 61 21 22 1
60 1，421 1 146 229 552 264 113 64 21 25 6

昭
和
6
0
年
内
訳

千手
地区 422 一

42 79 135 78 40 33 7 8 ｛
上野
地区
261 一 23 37 100 55 19 10 6 8 3

橘
地
区
362 1 45 56 131 61 32 19 6 8 3

仙田
地区
376 一 36 57 186 70 22 2 2 1 一
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r農業センサス」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵬馨蝋灘　　鱒　灘懸騰購．
　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　購　謙　　　　繊　　　嬢　』“灘　　　　P　礁

麟，・，灘鱈

嚢鰻．蜘、躍
　　　ほ場整備直後の大田植え（昭和51年）

（単位：a）④経営耕地面積⑤個人有農用機械台数
　　　　　　　　　（単位：台）1早・1立．口♪

昭和50年 55 60

昭和50年 55 60 総
面
積
田
樹
園
地
畑
総
面
積

田
樹
園
地
畑
総
面
積
田
樹
園
地
畑

耕農

用
うト
ラ
んク
タ
機
1

歩　　行　　型

1，291
1，116 967

15馬力未満 90 122
合　　計 144，858 118，417 1，175 25，266 138・965 119，038 297 19，630 135，468 118，061 260 17，147

15～30馬力 15 95 180
千手地区 43，263 38，737 581 3，945 43，117 38，839 46 4，232 42，224 38，337 12 3，875

30馬力以上 1 4 12 上野地区 28，590 22，051 199 6，340 27，197 21，566 70 5，561 27，629 22，539 46 5，044

動　力　防　除　機
（乗用型スピードスプレヤr除く） 315 345 304 橘地区 36，643 29，116 108 7，419 36，086 31，409 31 4，646 35，745 31，887

『 3，858

動　力　田　植　機 86 271 405 仙田地区 36，362 28，513 287 7，562 32，565 27，224 150 5，191 29，870 25，298 202 4，370

バ　　イ　ン　ダ　ー 141 356 370
経営耕地の総面積は、前回調査より3，497

a（約35町歩）減少し135，468aとなりまし

た。内訳は、田が118，061a（構成比87．15

自脱型コンバイン 47 175 307

米麦用　乾燥機 1，024 754 560

　経営耕地の総面積は、前回調査より3，497

a（約35町歩）減少し135，468aとなりまし

た。内訳は、田が118，061a（構成比87．15

％）、畑が17，147a（同12．66％）、樹園地

が260a（同0．19％）となっています。

　　　㊧経営耕地とは……自家で所有している耕地

　　　　に借りている耕地を加えた面積です。

　前回調査に比べ、耕うん機とトラクターが

大型になりました。また、田植機とコンバイ

ンが増加しました。乾燥機は減少傾向です。

画
　
老
齢
年
金
を
受
け
ら
れ
る
年
齢

は
、
六
十
五
歳
が
原
則
で
す
が
、

希
望
に
よ
り
六
十
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
早
く
受
け
始
め
る
と
、
年

齢
に
応
じ
て
一
定
の
率
の
年
金
額

が
減
ら
さ
れ
、
そ
の
率
は
終
生
続

き
ま
す
。

　
反
対
に
年
齢
を
繰
り
下
げ
て
、

六
十
六
歳
か
ら
七
十
歳
の
間
に
年

金
を
受
け
始
め
る
と
、
一
定
の
率

で
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
次
表
に
よ
り
計
算
し

ま
す
と
、
同
一
人
が
六
十
歳
（
受

給
率
五
八
％
）
で
受
給
し
た
場
合

と
六
十
五
歳
（
受
給
率
一
〇
〇
％
）

で
受
給
し
た
場
合
で
は
、
七
十
一

歳
十
一
か
月
で
そ
れ
ま
で
に
受
給

（受給年齢と年金額）

繰り上げ支給

計｝…窃

町　＿　　　∫3％

勢…

100箔
　　葡
国
民
年
金

．
争

し
た
年
金
額
が
、
ほ
ぼ
同
額
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
以
後
は
、
六
十
五

歳
で
受
給
し
た
ほ
う
が
絶
対
有
利

と
な
り
ま
す
。

平
均
寿
命
が
延
び
て
い
る
今
日
、

早
く
年
金
を
受
け
る
ば
か
り
が
得

だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
受
給
者
の

健
康
状
態
に
も
よ
り
ま
す
が
、
よ

く
考
え
て
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

受給年齢 受　　給　　率

繰
り
上
げ
の
場
合

60 24，577円58％

61 27，543円 65％

62 30，510円 72％

63 33，900円

64 37，713円

80％

89％

基
本 65 42，375円 100％

繰
り
下
げ
の
場
合

66 47，460円 112％

67 53，392円 126％

68 60，596円 143％

69 69，495円 164％

70 79，665円 188

（注）19年納付の年金額
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D

、

、

合
併
三
十
周
年
記
念
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約

　
昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
に
一
町
三
か
村
が
合
併
し
、

川
西
町
が
誕
生
し
て
か
ら
来
年
で
三
十
年
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
　
「
合
併
三
十
周
年
記
念
事
業
は
み
ん
な
の
手

で
」
と
い
う
こ
と
で
、
六
月
下
旬
に
全
世
帯
に
お
願
い
し
、

ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
収
は
七
百
五
通
へ
三
〇
・
三
四
％
）
と
予
想

外
の
低
さ
で
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
か
ら
は
、
厳
し
い
町
財

政
を
考
慮
し
な
が
ら
、
三
十
周
年
を
契
機
に
町
の
発
展
を

真
剣
に
考
え
る
姿
勢
が
伺
え
て
、
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
し
た
結
果
、
比
較
的
多
く
寄
せ
ら

れ
た
意
見
等
を
次
に
掲
げ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
基
に
検
討

委
員
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
、
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
来

年
に
向
け
て
具
体
化
し
て
い
く
手
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
記
念
事
業
に
か
か
わ
り
な
く
、
一
般
的
な
ご
意

見
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

担
当
課
で
検
討
し
、
対
処
し
て
い
く
予
定
で
す
。

写真は2枚とも合併20周年r芸能まつり」のときのもの

ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
　
　
中
か
ら

　
　
（
項
目
別
に
掲
載
）

☆
町
の
未
来
を
考
え
る

　
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー

ト
す
る
町
。
そ
の
未
来
を
考
え
る
契

機
と
な
る
も
の
。

①
克
雪
討
論
会

②
町
の
発
展
に
つ
い
て
”
討
論
会
・

　
弁
論
大
会

③
行
政
、
教
育
、
地
場
産
業
に
つ
い

　
て
”
懇
談
会
・
討
弧
襲
本

④
有
名
人
文
化
講
演
会

⑤
無
雪
道
路
、
流
雪
溝
整
備

⑥
企
業
誘
致

⑦
嫁
・
婿
対
策

⑨
下
水
道
整
備

⑨
地
区
別
青
少
年
セ
ン
タ
ー
建
設

⑩
十
日
町
市
と
合
併

⑪
村
お
こ
し
、
活
性
化
の
町
民
プ
ロ

　
ジ
ェ
ク
ト
編
成

☆
各
種
催
し
物

　
三
十
周
年
を
祝
う
楽
し
い
行
事
。

み
ん
な
で
参
加
し
、
明
日
の
活
力
を

養
う
も
の
。

①
川
西
ま
つ
り

②
大
運
動
会

③
マ
ラ
ソ
ン
、
駅
伝
、
歩
け
歩
け
大

　
会
④
各
種
芸
能
大
会

⑤
N
H
K
の
ど
自
慢

⑥
芸
能
人
、
ア
イ
ド
ル
を
呼
ぶ

⑦
花
火
大
会
、
仮
装
大
会
、
民
謡
流

　
し
、
ち
ょ
う
ち
ん
行
列

⑧
一
流
ス
ポ
ー
ツ
選
手
模
範
演
技

⑨
ミ
ス
川
西
選
考

⑩
風
船
を
い
っ
せ
い
に
放
つ

⑪
交
通
安
全
祈
願
町
内
パ
レ
ー
ド

⑫
何
も
す
る
必
要
な
し

☆
記
念
を
刻
む

　
町
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

町
民
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
新
た
に

し
、
そ
の
記
念
を
刻
む
。

①
植
樹
、
球
根
扶
植

②
記
念
誌
発
行

③
記
念
品
配
布

④
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
蔵

⑤
記
念
碑
建
立

⑥
記
念
絵
は
が
き
発
行

⑦
記
念
公
園
造
成

⑨
町
民
歌
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

⑨
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
作
成

⑩
必
要
な
し

☆
記
念
式
典

合
併
三
十
周
年
の
節
目
を
祝
い
、

今
後
の
発
展
に
結
び
付
く
も
の
。

①
一
部
特
定
者
だ
け
で
な
く
、
小
・

　
中
学
生
を
含
む
全
町
民
参
加
の
式

●
典

②
表
彰
の
類
は
せ
ず
簡
素
な
式
典

③
各
地
区
、
小
学
校
区
ご
と
に
行
う

④
姉
妹
都
市
を
結
ぶ

⑤
物
産
展
と
併
催

⑥
有
名
人
講
演
会

⑦
必
要
な
し

☆
そ
の
他

自
由
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
。

①
各
町
内
代
表
に
一
任
し
、
実
施
委

　
員
会
を
作
っ
て
や
る

②
全
町
毎
月
休
日
励
行

③
役
場
庁
舎
新
築

④
記
念
特
別
減
税

⑤
テ
レ
ビ
放
映
、
町
の
紹
介
P
R
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青
年
訓
練
所

と
青
年
学
校

　
青
年
団
の
官
制
的
な
組
織
化
と
並

行
し
て
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

四
月
に
公
布
さ
れ
た
「
青
年
訓
練
所

令
」
は
若
者
た
ち
の
反
響
を
呼
び
、

こ
の
年
七
月
県
は
市
町
村
に
青
年
訓

練
所
の
設
置
を
示
達
し
た
。

　
青
年
訓
練
所
は
、
十
六
歳
か
ら
二

十
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年
を
対
象
に

四
か
年
間
、
軍
事
教
訓
・
修
身
・
公

民
・
職
業
・
普
通
学
科
を
教
え
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
課
業
の
半

分
を
占
め
る
夜
間
の
訓
練
を
生
徒
が

青
年
学
校
旗

　
　
（
白
倉
小
学
校
提
供
）

竃轟終，・’．F∫蝉

撒騰

嫌
い
、
働
く
青
少
年
の
多
い
町
場
で

は
雇
い
主
の
都
合
が
つ
け
に
く
く
て

入
所
す
る
生
徒
は
少
な
か
っ
た
。

　
時
の
県
知
事
三
松
武
夫
は
「
青
年

の
体
位
お
よ
び
知
徳
の
向
上
と
国
防

能
力
の
増
進
を
図
る
上
で
、
青
年
訓

練
所
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
」
と

力
説
し
、
入
所
を
促
し
た
。

　
川
西
の
村
々
で
は
、
干
手
村
、
上

野
村
、
橘
村
の
各
小
学
校
に
青
年
訓

練
所
を
開
設
し
た
。
仙
田
村
で
は
中

仙
田
・
田
戸
・
仙
田
・
高
倉
・
赤
岩

・
白
倉
に
開
設
し
た
が
、
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
三
月
に
六
訓
練
所
を

統
合
し
て
、
中
仙
田
校
に
仙
田
青
年

訓
練
所
を
開
所
し
た
。
九
月
に
起
こ

っ
た
満
州
事
変
は
若
者
た
ち
に
国
防

の
重
要
な
こ
と
を
認
識
さ
せ
、
村
の

青
年
訓
練
所
は
し
だ
い
に
軍
事
色
の

濃
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
昭
和
八
年
度
の
査
閲
は
、
陸
軍
歩

兵
中
佐
内
山
和
三
郎
の
も
と
で
執
行

さ
れ
た
。
千
手
村
五
七
人
と
仙
田
村

一
六
〇
人
の
訓
練
生
が
干
手
校
で
、

橘
村
五
九
人
と
上
野
村
四
六
人
の
訓

練
生
が
橘
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
内
山
査

閲
官
の
査
閲
を
受
け
、
非
常
時
下
に

お
け
る
農
村
青
年
の
国
防
能
力
向
上

に
努
め
て
い
る
。

　
勤
労
青
少
年
に
対
す
る
教
育
機
関

と
し
て
、
青
年
訓
練
所
と
は
別
な
実

業
補
習
学
校
の
制
度
が
あ
っ
た
。
こ

の
両
者
は
併
存
し
て
い
た
が
、
円
滑

に
運
営
す
る
た
め
に
は
生
徒
の
確
保

や
授
業
の
重
複
な
ど
で
困
難
が
伴
い
、

こ
れ
を
統
一
し
て
新
し
い
制
度
を
つ

く
る
こ
と
が
要
望
さ
れ
た
。

　
こ
の
結
果
、
昭
和
十
年
に
「
国
民

青
年
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
、
七
月

一
日
か
ら
青
年
学
校
が
発
足
し
た
。

開
設
の
場
所
は
、
こ
れ
ま
で
青
年
訓

練
所
を
併
設
し
て
き
た
町
村
の
小
学

校
で
、
当
初
は
専
任
の
教
員
も
い
ず
、

し
か
も
軍
事
教
練
が
中
心
で
、
さ
ほ

ど
魅
力
の
あ
る
学
校
と
は
い
え
ず
入

校
者
は
多
く
は
な
か
っ
た
。

　
青
年
学
校
の
修
業
年
限
は
、
男
子

が
普
通
科
二
年
、
本
科
五
年
、
そ
の

上
に
研
究
科
一
年
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。
女
子
は
普
通
科
二
年
、
本
科
三

年
で
あ
っ
た
。
青
年
学
校
の
評
判
は

あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
が
、
十
二
年

七
月
に
日
中
戦
争
が
ぼ
っ
発
す
る
と

戦
時
体
制
が
徐
々
に
強
化
さ
れ
、
軍

部
の
要
請
も
あ
っ
て
十
四
年
に
義
務

制
と
な
り
、
名
実
と
も
に
軍
国
主
義

国
家
の
勤
労
青
少
年
を
訓
練
す
る
青

年
学
校
と
な
っ
た
。

　
普
通
科
は
小
学
校
の
高
等
科
（
現

青
年
学
校
手
帳

（
岩
瀬
登
坂
克
己
さ
ん
提
供
）

在
の
中
学
一
、
二
学
年
）
に
相
当
し
、

学
習
内
容
も
高
等
科
と
ほ
と
ん
ど
同

一
で
あ
っ
た
。
普
通
科
生
は
そ
の
性

格
か
ら
と
き
に
は
本
科
生
徒
と
行
動

を
共
に
し
、
指
導
員
か
ら
徒
手
の
訓

練
を
受
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、

実
業
補
習
学
校
の
よ
う
な
農
業
実
習

も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
普
通
科
を
含

め
て
七
年
の
修
業
年
限
は
当
時
の
中

学
校
教
育
に
相
当
し
、
卒
業
し
た
者

は
さ
ら
に
研
究
科
で
学
ん
だ
。

　
満
二
十
歳
に
達
し
た
生
徒
は
徴
兵

検
査
を
受
け
、
甲
種
合
格
の
者
は
現

役
兵
と
し
て
陸
海
軍
に
入
隊
し
た
。

戦
局
が
し
烈
化
す
る
と
、
第
一
・
第

二
乙
種
の
合
格
者
も
臨
時
召
集
や
教

育
召
集
を
受
け
て
入
隊
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
徴
兵
年
齢
に
達
し
な
い
生

徒
の
中
に
は
、
陸
海
軍
や
満
蒙
開
拓

青
少
年
義
勇
軍
に
志
願
し
、
軍
需
工

場
に
徴
用
さ
れ
て
い
く
者
も
年
々
多

く
な
り
、
各
学
年
の
生
徒
数
が
均
衡

を
欠
い
て
教
練
に
支
障
を
来
す
学
校

も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
生
徒

に
向
け
て
海
軍
志
願
兵
の
募
集
が
強

力
に
推
し
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
筋
か

ら
強
い
要
請
を
受
け
た
青
年
学
校
長

（
国
民
学
校
長
兼
任
）
が
、
自
ら
生

徒
の
自
宅
を
訪
問
し
、
両
親
や
家
族

の
前
で
海
軍
へ
の
志
願
を
熱
っ
ぽ
く

勧
め
る
の
で
あ
っ
た
。

　
勧
め
る
、
と
は
言
っ
て
も
日
本
男

子
と
し
て
嫌
と
い
え
な
い
よ
う
な
話

し
方
で
、
承
知
し
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
か
っ
た
し
、
断
れ
ば
タ
ツ
ケ
ナ

シ
と
み
な
さ
れ
て
、
人
前
に
出
る
こ

と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
恥
を
か
く
結

果
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
校
長

に
海
軍
志
願
を
勧
め
ら
れ
た
生
徒
の

ほ
と
ん
ど
は
、
自
分
に
白
羽
の
矢
を

立
て
ら
れ
た
栄
誉
を
肝
に
銘
じ
、
戦

死
を
覚
悟
で
夢
を
海
の
決
戦
場
に
は

せ
た
の
で
あ
る
。
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〈
夜
空
を
彩
る
大
花
火
大
会
（
8
／
22）

▲千手祭りは子供みこしで

　スタート（8／22）

千手祭り
　8月22日、23日

秋
祭
り
に
盛
り
上
が
り

乞
一
纏
一一轟、

　　　　　　　　　ゆ

〈 繍

レ
「
田
か
き
」
姿
も
懐
し
く

　厳しく長い残暑に見舞われま

したが、ようやく秋風が立つよ

うになりました。

　黄金色のたんぼからは、コン

バインの音が軽やかに響いてき

ます。実りのほどはいかがでし
ょうか。

　ひろばでは、各地の秋祭りの

風景を取り上げてみました。

上野七日祭り

8月26日、27日

大仮装大会
　　（8／26）

▼大がかりなr上野小新校舎」

中仙田七日祭り

　8月26日、27日 　辮
誕

灘鞭麟

野ロ諏訪祭り

　8月26日、27日

▼5年ぶりにみこし復活（8／27）

織・覇酵、蒙
▲諏訪神社境内で地踊りが始まる
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交通安全について話す加藤会長

｛
父
通
安
全

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

　
　
川
西
町
を
訪
問

　
先
月
二
十
日
、
総
務
庁
の
委
託
事

業
と
し
て
全
国
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
が
主
催
の
「
交
通
安
全
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
」
が
、
川
西
町
を
訪
れ
ま
し

た
。
　
一
行
は
、
新
潟
県
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
の
加
藤
キ
ョ
イ
会
長
を
始

め
と
す
る
十
人
ほ
ど
で
し
た
。

　
、

ふ
る
さ
と
は
胸
の
中

　
　
　
　
　
桐
生
市
中
島
い
ね
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
十
歩
出
身
）

　
た
び
た
び
陵
し
い
ふ
る
さ
と
の
お

便
り
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
野
口
の
三
軒
家
（
四
十
歩
）

に
生
ま
れ
、
育
ち
ま
し
た
。
橘
尋
常

高
等
小
学
校
が
母
校
で
す
。

　
小
学
六
年
卒
で
、
す
ぐ
ふ
る
さ
と

を
後
に
し
ま
し
た
。
今
か
ら
五
十
年

前
の
こ
と
で
す
。
あ
の
こ
ろ
は
、
そ

れ
が
あ
た
り
ま
え
で
し
た
が
、
今
の

子
供
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
当
時
の

自
分
が
い
と
お
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
桐
生
に
住
ん
で
三
十

五
年
に
も
な
り
ま
す
。
娘
と
二
人
暮

ら
し
で
す
。
母
娘
で
会
社
勤
め
で
す

の
で
、
毎
日
毎
日
多
忙
な
日
を
送
っ

て
お
り
ま
す
。

　
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
住
む
者
に
と

っ
て
、
ふ
る
さ
と
と
い
う
も
の
は
、

　
加
藤
会
長
は
、
総
務
庁
長
官
の
交

通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
町
長
に
伝
達

し
た
後
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
重
要
さ

を
力
説
し
ま
し
た
。

獲路嚢懸i濠の一部改獲
　　　　鱒欝翻灘繕猫
蕪鎌一欝顯麟鱗馨網灘蟻

務縫懸壌灘叢馨灘の　1蕪

娠馨餐鱒難鑛懸縷ぽ艶陰》

欝盤隷鐵灘難鐙綜為懸禁叢

　欝雛購獲編

欝鞍癒灘籔懸雛講馨撫乗

　鰯襟膿灘磁馨羅．

．
●
．
。
．
．
．
　
　
◎

暑
い
に
つ
け
、
寒
い
に
つ
け
、
い
つ

の
日
も
懐
し
く
、
胸
の
中
で
し
っ
か

り
と
思
い
出
す
も
の
で
す
。

　
二
年
前
、
一
人
の
兄
が
他
界
し
、

私
の
生
家
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
ほ

ん
と
う
に
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
人

の
世
の
運
命
な
れ
ば
致
し
方
あ
り
ま

せ
ん
。

　
私
の
住
む
桐
生
の
町
は
、
昔
は
十

日
町
と
同
じ
く
織
物
の
町
と
し
て
栄
暁
謄

え
た
町
で
し
た
が
、
今
で
は
商
店
や

ゲ
ー
ム
店
な
ど
が
繁
盛
し
て
い
ま
す
。
艶
解

こ
れ
も
世
の
移
り
変
わ
り
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

　
故
郷
の
皆
々
様
、
豊
か
な
自
然
の

中
で
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
姓
“
丸
山
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　
イ’る’

糞葵善茎註養1葺葦茎葦義馨毒叢譜澱養蕪泰繋藷欝鋸葦毒薮1菱ξ震毒叢難

わ
し
の

　
　
　
　
自

慢
●
一

聖ご‘な●

哩瀞1錨

ビ
ー
タ
ッ
チ
手
芸
は

　
　
　
根
気
が
必
要

　
三
領
小
海
陽
子
さ
ん

　
ビ
ー
タ
ッ
チ
手
芸
は
、
根
気
が

な
い
と
向
か
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
「
色
の
つ
い
た
下
絵
が
台
紙
と

な
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
の
り
が
つ

い
て
い
ま
す
か
ら
、
ビ
ー
ズ
を
は

っ
て
い
く
だ
け
で
す
」

　
小
海
さ
ん
は
こ
と
も
な
く
話
し

た
。
写
真
植
字
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
し
て
い
る
た
め
、
細
か
い
こ
と

は
い
と
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
「
勤
め
先
（
十
日
町
市
内
）
の

近
く
に
手
芸
店
が
あ
り
、
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ー
を
見
て
い
た
ら
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
に
な
り
ま
し
た
。

五
、
六
年
前
の
こ
と
で
す
」

会
社
の
昼
休
み
時
間
だ

け
な
の
で
、
一
つ
の
作
品

が
一
か
月
は
か
か
る
と
の

こ
と
。

　
「
そ
れ
も
気
の
向
い
た

と
き
だ
け
で
す
か
ら
」

　
作
品
に
も
よ
る
が
、
ビ

ー
ズ
の
色
は
二
十
種
類
く

ら
い
で
あ
る
。
大
き
さ
は

直
径
一
～
一
・
五
ミ
リ
と
い
っ
た

と
こ
ろ
。
お
持
ち
い
た
だ
い
た
絵

に
は
、
縦
横
を
ざ
っ
と
数
え
た
だ

け
だ
が
、
三
万
三
千
個
は
あ
る
。

　
「
同
じ
よ
う
な
色
合
い
の
と
こ

ろ
を
一
つ
ぶ
一
つ
ぶ
す
き
ま
な
く

は
っ
て
い
く
の
が
コ
ツ
で
す
。
わ

り
と
単
調
な
ん
で
す
」

　
作
品
の
完
成
は
、
時
間
が
か
か

る
だ
け
に
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
と

い
・
つ
。

　
「
下
絵
の
色
と
ビ
ー
ズ
の
色
が

調
和
し
た
り
、
独
得
な
色
合
い
が

出
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す
」

　
好
み
の
絵
は
和
風
よ
り
は
洋
風
、

風
景
よ
り
は
人
物
と
の
こ
と
。

　
「
和
風
の
色
は
原
色
に
近
く
、

洋
風
は
い
ろ
い
ろ
と
混
じ
っ
た
感

じ
で
す
」

　
「
ビ
ー
タ
ッ
チ
手
芸
の
ほ
か
、

文
化
し
し
ゅ
う
に
も
力
を
入
れ
た

い
で
す
ね
エ
」
。
笑
顔
の
奥
で
フ

ァ
イ
ト
を
燃
や
す
小
海
さ
ん
。

「
こ
れ
が
ビ
ー
タ
ッ
チ
手
芸
で
す
」
と
小
海
さ
ん
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クロス10で
「心身障害者の雇用を

考える市民の集い」を開催

　新潟県雇用開発協会では、十

日町公共職業安定所や関係者の

協力を得てr心身障害者の雇用

を考える市民の集い」を次によ

り開きます。入場は無料です。

①日時　9月28日（土）午後1

　　　　時30分～4時35分

②十日町地域地場産業振

②場所　十日町地域地場産業振

　　　　興センター　クロス10

　　　　2階展示ホール
③「市民の集い」の内容

（1）講演　演題r共に働き育ちあ

　う」　講師魚沼学園・魚沼更

　生園長大沢澄男先生
（2）映画　　r裸の大将放浪記」

（3）社会福祉団体等によるバザー

　併催（1階グランドホール）

　r魚沼学園」　rなかまの家」

　で栽培した農作物・作品の展

　示・即売、十日町ライオンズ

　クラブ会員によるバザーを午

　後0時30分から行います。

歌会始の
　　お題は「水」
①昭和61年歌会始のお題

　「水」と定められました。

②詠進歌の詠進要領

（1）詠進歌は、自作の歌で1人1

　首とし、未発表のものに限り

　ます。

（2）用紙は、半紙とし、毛筆で自

　書してください。

（3）書式は、半紙を2つ折りにし、

　開いて右半面にお題と歌、左

　半面に郵便番号、住所、氏名

　（ふりがなつき）、生年月日、

　職業を書いてください。

③詠進の期限

　10月11日までとし、郵送の場

　合は、消印が10月11日までの

　ものを有効とします。

④郵便のあて先

　r〒100東京都千代田区千代

　田1番1号　宮内庁」とし、

　封筒にr詠進歌」と書き添え

　てください。

⑳⑦㊦、

特別弔慰金を支給

　戦没者等のご遺族へ

　戦没者等の遺族に対する特別

弔慰金支給法が改正され、戦没

者等の遺族のうち、昭和60年4

月1日において他に公務扶助料、

遺族年金等の受給権を有する遺

族がいない方に、特別弔慰金と

して、額面30万円、10年償還の

国債が支給されます。

　この特別弔慰金を受けるには、

昭和63年6月13日までに請求書

を役場住民課へ提出しなければ

なりません。

　詳しいことは、住民課〔盈（

68）3111・有線2132〕へおた
ずねください。

〆イ亭電の
　　　　　あ咲oらせ

　　今回はありません。
悔琳蜘嚥継購嚇繍紺

　
内

の講
案
靴
験
暇
受

消

　消防試験研究センター新潟県

支部では、消防法の規定に基づ

く消防設備士試験を次により実

施します。

①試験期日　10月25日　（金）

②試験の種類と場所

・甲種第2類、甲種第3類、甲

　種第5類長岡市

・乙種第1類～乙種第7類（乙

　種第6類を除く）
③試験時間

・甲種　午後1時30分～4時45

　分

・乙種　午前9時30分～11時30

　分、午後1時30分～3時30分
④願書の受付期間　9月16日～

　9月20日（郵送の場合は締切

　日の消印有効）

※受験願書、受験案内書は十日

町地域消防本部と川西分遣所に

用意してあります。

霞

もめごとは

　　まず調停へ

次のとおり調停相談会（無料

・秘密厳守）が開かれます。

＊とき　10月18日（金）

　　　午前10時～午後3時

＊ところ　長岡市西神田町r長

　　　岡自治会館」

＊相談担当者　新潟地方・新潟

　　　家庭両裁判所所属調停

　　　委員
　この相談会は、

　●交通事故による損害賠償な

　　どについてのもめごと（加

　害者、被害者を問わず）

　●宅地、建物の貸し借りなど

　　に関するもめごと

　●農地や山林などに関する小

　　作料、境界その他のもめご

　　と

　●売掛代金の取り立てなど商

　　売上のもめごと

　●金銭の貸し借りなどに関す

　　るもめごと

　●夫婦や親子、兄弟、嫁姑、

　　その他家庭内や親族間のい

　　ろいろなもめごと

　●相続についてのもめごと

などについてお困りの方、ある

いは将来そのようなもめごとが

起きたときにはどうしたらよい

かと、心を痛めている方のため

に開催するものでありますから、

どんな小さなことでも遠慮せず

にお出かけください。

　現在裁判所に係属している訴

訟や調停事件などについての相

談はできません。
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　1…
■
巳壺鵡匠

◎検定に合格したものを

　選ぽう

　体温計は、都道府県の計量

検査所で行われる検定に合格

したものが販売されることに

なっています。買うときには、

念のため検定証印を確かめて

ください。

　体温計も、古くなると狂い

が生じてくることがあります。

おかしいと思ったらすぐ新し

いものと交換してください。

　小さい子供のいる家庭で‘よ

こわれたときのことを考えて、

常に2本用意しておくとよい

でしよう。

善

出息

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

＊
金
子
幸
允
さ
ん
（
大
宮
市
）
か
ら
、

　
広
報
発
行
の
一
助
に
と
一
万
円

＊
並
木
作
治
さ
ん
（
茂
原
市
）
か
ら
、

　
広
報
発
行
の
一
助
に
と
二
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
小
林
義
幸
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら

五
万
円

＊
高
津
正
さ
ん
（
塩
辛
）
か
ら
一
二
万

　
円
＊
小
野
塚
益
造
さ
ん
（
東
京
・
北
区
）

か
ら
二
万
円

●
星
名
キ
ン
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

自
在
カ
ギ
、
ロ
エ
ン

●
櫃
間
セ
イ
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

　
ケ
バ
取
り
、
皮
サ
イ
フ
、
扇
入
れ

●
高
橋
久
蔵
さ
ん
（
三
領
）
か
ら
、

肥
ゾ
リ

●
小
林
ト
キ
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

し
ん
ち
ゅ
う

真
鍮
キ
セ
ル
、
テ
ガ
ラ
、
ネ
ジ
メ
、

　
ク
シ
、
ほ
か
多
数

●
富
井
源
蔵
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

ツ
キ
カ
ワ
多
数

．
星
烙
思
夫
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

送
塵
機
（
昭
和
三
十
年
代
）

●
渡
辺
正
範
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

　
マ
セ
ン
棒
、
マ
セ
ワ
ク
（
牛
小
屋
）
、

し
ょ
う
ち
ゅ
う

焼
酎
ガ
メ
、
ボ
ッ
ツ
ォ
ラ
ド
ー
シ
、

電
気
コ
ー
ド
、
電
気
の
カ
サ
、
桑

　
ツ
ミ
、
ほ
か
多
数
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．
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．
一
…
一
一
．
一
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．
一
一
三
一
一
．
．
印
～
三
．
～
亀
．
9
一
一
…
一
．
．
り
．
一
…
一
一
の
甲
，
．
一

　
　
　
　
　
今
年
は
国
連
が
定
め
た
「
国
際
青

●
羽
鳥
庄
作
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

小
計
り
、
タ
ン
コ
ロ
、
自
在
カ
ギ
、

前
ビ
キ
、
ほ
か
多
数

＊
退
職
／
八
月
三
十
一
日
付

▽
若
山
八
重
（
給
食
炊
事
員
）

191』一．．川』． ．畳川

年
年
」
で
す
。

　
未
来
を
築
く
ー
そ
れ
は
い
つ
の

時
代
も
青
年
の
役
割
で
す
。
国
際
青

年
年
は
「
参
加
・
開
発
・
平
和
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
に
、
青
年
が
社
会
参

加
を
ど
の
よ
う
に
進
め
、
ま
た
、
自

分
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
課
題
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か
ー
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
国
際
青
年
の
年
新
潟
県
推
進
協
議

会
中
魚
沼
地
区
実
行
委
員
会
で
は
、

八
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
記
念
事
業
と
し
て
「
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
8
5
1
N
妻
有
G
O
！
」

　
　
　
　
　

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
　
「
妻

有
の
若
者
た
ち
と
在
日
外
国
人
と
が

交
歓
す
る
場
所
を
設
け
、
そ
の
触
れ

合
い
の
中
か
ら
地
域
社
会
を
見
つ
め

よ
う
」
と
い
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　
十
日
に
は
、
十
日
町
市
内
で
も
ち

つ
き
大
会
や
デ
ィ
ス
コ
大
会
な
ど
を

行
い
、
翌
十
一
日
に
は
、
会
場
を
川

柵
色
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
　
－

　
　
　
　
　
1
」
　
　
て

輝等羊嶺』音あ境P一丙に国際

　　国際青年年

テーマはr参加・開発・平和

「
オ
ネ
ガ
ィ
…
」

西
町
に
移
し
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
、
千
手
観
音
の
境
内
に

は
四
十
人
ほ
ど
の
若
者
が
集
合
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
が
始
ま
る
の
で
す
。

　
参
加
者
は
、
郡
市
内
の
若
者
と
大

和
町
の
国
際
大
学
の
学
生
が
大
半
を

占
め
、
国
際
色
も
豊
か
で
し
た
。

　
地
図
を
小
わ
き
に
第
一
班
が
駆
け

足
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
追
い
か
け
て
み
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
川
西
高
校
で
「
妻

有
の
た
め
に
青
年
は
ど
う
手
を
つ
な

げ
る
か
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
百
m
で

　「参加」とは、青年が個人として・iほヨ酊み在符甘こ妻じあ萎潟　　ぎ

繊継1Il1断●決定すi窺套轄瑛鰹島羅マ
　r開発」とは　青年が自らの人格　：をどもでつ触とr∠レには壕　　を
　　　　’　　　　＿、1川をちすめれが妻　ンわ’議　呼的成長をはぐくみ、個人の能力を局　1　　　　　　・

めるとともに、地域や国の発展に貢iがげ有　と足　占和　リいは　西

献すること・　　　i勝簸綴欝驕髭聖鯉

す熱、、、　各国での具体iO季難鑓鱗奮癒

鷲量2麗浦薯緯！i董馨o蒲耀著遷禽
とになっています。　　　　1　饗な妻　つけ　を大　フてに
』．1量盧，，．．．，…臨．1，，匿匿．畠，，5曹，凸．19。，，昌一』，量1，川亀陰聾儲，1川ll1』，，1川，1，量置1川5曾書騨81川1，1，，川，，陰，1川1，，lo川11111川ll，11唇川lllol，川4甲，川ll9σ1川1巳lo‘OllOIOll，1川IOlolllOllOIlgo川IOIII川1“II80。1巳ll，ooo・●llOogl。llI，”一8川IIOllo川IIOII

“
一
三
一
一
囎
“
ξ
三
．
．
～
㌔
．
一
ξ
三
．
。
一
｛
一
一
．
一
一
ξ
一
騨
．
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覧
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．
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．
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．
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．
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「
た
ば
こ
」

　
　
　
　
　
の
影
響

　
喫
煙
が
健
康
に
与
え
る
影
響
は

数
多
く
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
病

気
を
た
ば
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
成

分
別
に
掲
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
ニ
コ
チ
ン
」
は
血
管
を
縮
め

て
、
凝
血
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
こ

と
か
ら
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
、
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
・
つ
そ
く

臓
病
へ
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
）
や

脳
卒
中
へ
脳
梗
塞
、
脳
血
栓
）
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
発
ガ
ン
物
質
「
タ
ー
ル
」

は
、
肺
ガ
ン
を
始
め
と
し
て
、
す

　
　
　
べ
て
の
ガ
ン
の
発
生
原
因

罰幽鱒鰯
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
一
本
の
た
ば
こ
か

ら
千
分
の
ニ
グ
ラ
ム
が
体

内
に
採
り
込
ま
れ
る
の
で
、

一
日
二
十
本
④
吸
う
と
一

年
間
で
コ
ッ
プ
一
杯
の
量
、

そ
れ
が
三
十
年
間
⑧
続
く

と
バ
ケ
ツ
一
杯
の
量
と
な

り
、
ガ
ン
に
な
り
や
す
い

条
件
を
自
ら
作
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
で
は
今
年

か
ら
喫
煙
係
数
④
×
⑧
が

六
百
以
上
と
な
る
五
十
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
、
肺

ガ
ン
検
診
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　
次
に
、
　
「
窒
素
酸
化
物
」
は
、

気
管
支
に
強
く
作
用
し
、
気
管
支

粘
膜
を
傷
め
る
の
で
、
せ
き
や
た

ん
の
原
因
と
な
り
、
慢
性
気
管
支

炎
や
ぜ
ん
そ
く
、
そ
し
て
肺
炎
に

も
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
二
酸
化
炭
素
」
は
、

脳
を
始
め
身
体
の
隅
々
で
大
量
に

必
要
と
す
る
酸
素
よ
り
赤
血
球
と

の
結
合
力
が
強
い
の
で
、
喫
煙
は

酸
素
不
足
を
も
た
ら
し
、
一
種
の

貧
血
状
態
と
な
り
心
臓
負
担
も
倍

加
さ
せ
ま
す
。
特
に
妊
婦
さ
ん
に

は
、
胎
児
の
発
育
障
害
を
招
き
、

そ
の
結
果
、
早
産
・
死
産
、
そ
し

て
未
熟
児
出
産
の
要
因
と
な
る
こ

と
も
多
い
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
恐
し
い
病
気
に
な

ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
本
の

た
ば
こ
で
約
五
分
ず
つ
寿
命
を
詰

め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
「
禁
煙
」

考
え
て
み
て
は
・
…
も

獅憲

　“態

に
つ
い
て

悪
鉄
毎
犠
笛
毎
葛
膿
犠
曝
犠
葛
膿
葛
》

㌃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沁

納
戸
籍
の
窓
か
ら
嫡

ド
ψ
ー
ー
ー
§
観

昇
天
i
ご
め
い
福
を
祈
る

野
澤
干
代

小
野
塚
チ
ヨ

相
馬
　
マ
ツ

高
橋
　
マ
ス

喜
多
福
松

高
津
ホ
モ

塩東大木学野
　善白　校
辛寺倉落町口
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星星川登
名野崎坂
真ま拓を真ま葉1夷
実み己み理り月喜

弘和弘正行一明道
長
女
岩
瀬

長
女
室
島

長
男
野
　
口

長
女
新
町
新
田

　
　
う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
ふ
み
え

高
橋
　
文
江
　
定
一
郎
二
女
　
神
社
町

　
　
　
ゆ
う
き

登
坂
悠
紀
武
夫
長
男
岩
瀬

　
　
　
、
鎚
　
　
小
わ
に
レ

蕗
鐸
、
瑳

　
　
5
　
り

t
．
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

ズ
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

◎
蝶
と
ん
で
芙
蓉
の
花
も
白
か
り
し

◎
大
い
な
る
石
門
あ
り
し
苔
青
し

　
旱
り
の
日
真
赤
に
上
が
り
西
に
月

　
釣
鐘
を
吊
り
し
あ
た
り
の
寺
涼
し

　
束
の
間
の
喜
雨
で
あ
り
た
る
埃
立
つ

　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
秀

◎
虫
売
り
の
夜
店
猫
の
目
光
り
を
り

◎
野
菊
濃
し
黒
姫
山
の
夕
日
濃
し

　
星
月
夜
山
間
の
村
寝
し
づ
ま
り

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
◎
驚
麟
鷺
阪
野

心
配
ご
と
相
談

●
9
月
1
8
日
…
…
・
↓
兄
雪
セ
ン
タ
ー

●
9
月
2
5
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

　
老
姉
妹
一
夜
の
旅
の
星
月
夜

　
枝
豆
を
横
抱
き
に
し
て
野
良
帰
り

　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

◎
吹
く
風
や
今
日
立
秋
の
雲
の
色

　
立
札
の
ぽ
つ
ん
と
残
り
青
田
刈

　
五
劫
に
は
遠
く
も
石
に
夕
涼
み

　
盆
終
え
て
静
け
く
秋
の
景
俄
か

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
チ
ヨ
ノ

◎
ど
の
家
も
大
き
く
見
え
て
星
月
夜

　
静
け
さ
の
窓
開
け
て
あ
り
星
月
夜

　
過
疎
な
れ
ど
盆
の
踊
り
の
賑
わ
し
く

枝
豆
の
葉
裏
に
残
る
虫
の
あ
と

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

炎
天
や
風
な
き
草
木
音
も
な
く

月
見
草
ま
わ
り
の
闇
の
薄
か
り
し

　
・
2
．
2
．
卓
2
・
2
∴
2
÷
ウ
“
う
“
．
“
．
白
う
の
ゐ

　
苫
“
※
．
触
空
3
な
翼
燕
桑
？
り
脅
？
？
裟
．
“
？

　
　
（
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
）

　
●
1
0
月
2
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

　
●
1
0
月
9
日
…
…
…
橘
出
張
所

　
※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で

　
で
す
。
事
前
に
事
務
局
〔
魯
（
6
8
）

　
3
2
0
8
〕
へ
相
談
内
容
を
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

　
工
事
場
に
街
宣
車
ゆ
く
暑
さ
か
な

　
干
物
に
ヤ
ン
マ
憩
え
り
出
穂
の
風

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
　
　
律

　
ひ
ま
わ
り
の
大
輪
東
を
向
き
し
ま
ま

　
足
元
に
蚊
遣
香
置
き
厨
妻

　
目
ま
と
い
の
う
る
さ
く
つ
き
て
山
戻
り

釣
人
の
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
炎
天
下

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

　
一
雨
の
欲
し
き
こ
の
頃
茄
子
の
花

　
作
物
も
人
も
恵
の
雨
を
待
ち

宿
題
の
残
り
少
し
夏
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

朝
顔
の
留
守
家
に
咲
き
て
輩
つ
す
し

朝
顔
の
句
の
書
き
あ
り
し
捨
団
扇

新
涼
や
作
柄
の
話
続
き
を
り

9
・
‘
呂

避鞭畿猫鮮職轄端ぢ幸
　　　　　　　　　　・胃
　8月の交通事故発生件数詳
　　　　　　　　　　“、●
　　　　　　　累計詳
f牛　　　数　5　（2）　13　（9）　÷篤

　　　　　　　　　　qP●傷　者9（2）20（15）“2
　　　　　　　　　　～◎8死者0（0）0（1）鰭
酒よい0（0）　3（0）孝豊
　　　　　　　　　　qJ膨＝酒気おび6（2）20（13）轄
　　　　　　　　　　、◎る
　　（）内は前年比較　 ＄燕
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